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1. 2023年3月期第2四半期の業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 20,077 2.6 1,157 0.8 1,297 △16.5 882 △31.2

2022年3月期第2四半期 19,560 △22.2 1,148 △60.9 1,555 △49.5 1,283 △38.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 43.51 ―

2022年3月期第2四半期 63.10 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 74,240 65,392 88.1

2022年3月期 73,097 65,403 89.5

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 65,392百万円 2022年3月期 65,403百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 45.00 45.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 45.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　　　2022年３月期期末配当金の内訳　　普通配当40円00銭　記念配当５円00銭

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 5.3 3,100 10.9 3,400 2.1 2,400 △7.6 118.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適
用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 20,858,491 株 2022年3月期 20,858,491 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 606,877 株 2022年3月期 547,177 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 20,287,736 株 2022年3月期2Q 20,334,420 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）　

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う政府の各種対策等により緩やか

に持ち直しているものの、世界経済情勢に伴う原材料価格の高騰や供給不足に加え、金融資本市場の変動等もあ

り、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　建設業界におきましては、公共建設投資は底堅く推移しており、民間建設投資は企業収益の改善もあり堅調に推

移しているものの、世界経済情勢に伴う原材料価格の高騰等もあり、依然として厳しい状況が続くものと思われま

す。

　このような状況のなかで当社は、安全を最優先し、最良の総合品質の提供によりお客様満足の向上を目指すとと

もに、目標達成に向け、技術力の向上や厳密な原価管理等に取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期累計期間の受注高は、前第２四半期累計期間比６千６百万円（0.3％増）増加の222億４

千８百万円となりました。

　建設事業売上高は、前第２四半期累計期間比４億８千８百万円（2.5％増）増収の196億５千３百万円となりまし

た。これは、前事業年度からの繰越工事の進捗に伴う施工高の増加を主な要因としたものであります。

　また、不動産事業売上高は、前第２四半期累計期間比２千８百万円（7.1％増）増収の４億２千３百万円となり

ました。これは、賃貸用不動産の売上高の増加によるものであります。

　この結果、売上高合計は、前第２四半期累計期間比５億１千６百万円（2.6％増）増収の200億７千７百万円とな

りました。

　利益につきましては、建設事業総利益が、前第２四半期累計期間比２億１千４百万円（8.2％減）減益の23億９

千３百万円となりました。これは、完成工事総利益率の低下を主な要因としたものであります。

　また、不動産事業総利益は、１億７千２百万円（前年同期は不動産事業総損失４千１百万円）となりました。

　この結果、売上総利益合計は、前第２四半期累計期間比１百万円（0.1％減）減益の25億６千５百万円となりま

した。

　販売費及び一般管理費は、前第２四半期累計期間比１千万円（0.7％減）減少の14億８百万円となりました。

　これにより、営業利益は、前第２四半期累計期間比８百万円（0.8％増）増益の11億５千７百万円、経常利益

は、前第２四半期累計期間比２億５千７百万円（16.5％減）減益の12億９千７百万円、四半期純利益は、前第２四

半期累計期間比４億円（31.2％減）減益の８億８千２百万円となりました。

　なお、新型コロナウイルス感染症に伴う影響につきましては、一部の工事案件の中止や延期等、受注状況に影響

が出ております。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末比11億４千２百万円（1.6％増）増加の742億４千万円と

なりました。これは、工事代金の回収に伴い受取手形・完成工事未収入金等が減少したものの、現金預金及び有

価証券の増加や有形固定資産の取得等を主な要因としたものであります。

　負債合計は、前事業年度末比11億５千２百万円（15.0％増）増加の88億４千７百万円となりました。これは、

材料貯蔵品や有形固定資産の購入に伴う支払手形・工事未払金等の増加を主な要因としたものであります。

　純資産合計は、前事業年度末比１千万円（0.0％減）減少の653億９千２百万円となりました。

　なお、新型コロナウイルス感染症に伴う影響につきましては、一部の工事案件の中止や延期等、受注状況に影

響が出ております。

②　キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、55億７千万円の収入超過（前第２四半期累計期間130億６千５百万円

の収入超過）となりました。これは、売上債権の減少等によるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、11億１千１百万円の支出超過（前第２四半期累計期間４億７千１百万

円の支出超過）となりました。これは、有形固定資産の取得等によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、９億９千万円の支出超過（前第２四半期累計期間９億５千２百万円の

支出超過）となりました。これは、配当金の支払等によるものであります。

　これにより、現金及び現金同等物は、34億６千７百万円増加し、現金及び現金同等物の四半期末残高は、280

億１千７百万円（前第２四半期末残高289億９千８百万円）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の通期業績予想につきましては、2022年５月11日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 15,549,626 16,517,477

受取手形・完成工事未収入金等 19,199,187 14,461,052

有価証券 9,300,360 11,899,930

販売用不動産 45,121 45,121

未成工事支出金 296,190 510,914

材料貯蔵品 304,063 783,612

未収消費税等 17,172 861,316

その他 1,451,005 1,205,435

貸倒引当金 △2,050 △1,560

流動資産合計 46,160,678 46,283,302

固定資産

有形固定資産 17,677,091 18,986,196

無形固定資産 166,059 162,020

投資その他の資産

投資有価証券 8,601,602 8,307,181

繰延税金資産 85,837 81,988

その他 408,517 421,279

貸倒引当金 △1,925 △1,925

投資その他の資産合計 9,094,031 8,808,523

固定資産合計 26,937,183 27,956,740

資産合計 73,097,861 74,240,042

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,072,996 4,864,978

未払金 337,960 939,329

未払法人税等 279,139 462,491

未成工事受入金 720,867 418,308

引当金 823,476 713,511

その他 433,413 360,070

流動負債合計 6,667,854 7,758,691

固定負債

退職給付引当金 246,638 319,431

資産除去債務 325,870 321,848

その他 454,299 447,208

固定負債合計 1,026,807 1,088,488

負債合計 7,694,662 8,847,180

純資産の部

株主資本

資本金 3,302,375 3,302,375

資本剰余金 3,338,481 3,338,481

利益剰余金 57,026,811 56,995,595

自己株式 △694,078 △775,600

株主資本合計 62,973,589 62,860,851

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,429,609 2,532,010

評価・換算差額等合計 2,429,609 2,532,010

純資産合計 65,403,199 65,392,862

負債純資産合計 73,097,861 74,240,042

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高

完成工事高 19,165,606 19,653,664

不動産事業売上高 395,332 423,466

売上高合計 19,560,938 20,077,130

売上原価

完成工事原価 16,556,727 17,259,756

不動産事業売上原価 436,712 251,389

売上原価合計 16,993,439 17,511,145

売上総利益

完成工事総利益 2,608,879 2,393,908

不動産事業総利益又は不動産事業総損失（△） △41,380 172,076

売上総利益合計 2,567,499 2,565,985

販売費及び一般管理費 1,418,855 1,408,670

営業利益 1,148,644 1,157,314

営業外収益

受取利息 2,229 2,440

受取配当金 327,189 105,577

その他 77,248 32,575

営業外収益合計 406,667 140,593

経常利益 1,555,311 1,297,907

特別利益

固定資産売却益 － 83

投資有価証券売却益 301,446 －

特別利益合計 301,446 83

特別損失

固定資産売却損 － 1,796

固定資産除却損 4,460 2,400

特別損失合計 4,460 4,197

税引前四半期純利益 1,852,296 1,293,793

法人税等 569,000 411,000

四半期純利益 1,283,296 882,793

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,852,296 1,293,793

減価償却費 1,070,861 928,106

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,340 △490

工事損失引当金の増減額（△は減少） 6,980 △32,850

賞与引当金の増減額（△は減少） △56,876 △45,130

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36,572 △29,784

退職給付引当金の増減額（△は減少） 69,592 72,793

受取利息及び受取配当金 △329,419 △108,018

投資有価証券売却損益（△は益） △301,446 －

有形固定資産売却損益（△は益） － 1,712

有形固定資産除却損 4,460 2,400

売上債権の増減額（△は増加） 13,594,467 4,738,134

未成工事支出金の増減額（△は増加） △137,965 △214,724

材料貯蔵品の増減額（△は増加） △362,684 △479,548

未収入金の増減額（△は増加） 79,668 108,144

仕入債務の増減額（△は減少） 51,309 791,982

未成工事受入金の増減額（△は減少） 41,309 △302,558

その他の流動負債の増減額（△は減少） △141,803 △203,088

未収消費税等の増減額（△は増加） △662,609 △844,144

未払消費税等の増減額（△は減少） △899,939 －

その他 61,546 20,899

小計 13,901,835 5,697,629

利息及び配当金の受取額 330,261 108,466

法人税等の支払額 △1,166,936 △236,079

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,065,160 5,570,016

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 400,000 300,000

有形固定資産の取得による支出 △1,224,173 △1,479,687

有形固定資産の売却による収入 － 107,890

無形固定資産の取得による支出 △27,774 △20,155

投資有価証券の取得による支出 △103,124 △263

投資有価証券の売却及び償還による収入 561,853 949

その他 △77,873 △20,125

投資活動によるキャッシュ・フロー △471,091 △1,111,390

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △751,244 △907,984

自己株式の取得による支出 △200,006 △81,522

リース債務の返済による支出 △1,267 △1,267

財務活動によるキャッシュ・フロー △952,518 △990,774

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,641,550 3,467,851

現金及び現金同等物の期首残高 17,357,216 24,549,626

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,998,767 28,017,477

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

　（会計上の見積り）

　　新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの仮定につきましては、前事業年度の有価証券報告書

　の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2022年９月29日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議し、自己株式の取得を以下のとおり実施しておりま

す。

１．自己株式取得の理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を可能とし、当社の資本効率の向上及び株主還元の充実を図

るため。

２．自己株式の取得に関する決議内容

(1) 所得する株式の種類　　当社普通株式

(2) 取得する株式の総数　　690,000株（上限）

　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合3.40％）

(3) 株式の取得価額の総額　1,000,000,000円（上限）

(4) 取得日　　　　　　　　2022年９月30日

(5) 取得方法　　　　　　　東京証券取引所の自己株式立会外取引（ToSTNeT-3）による買付け

３．自己株式の取得結果

(1) 取得した株式の種類　　当社普通株式

(2) 取得した株式の総数　　664,100株

　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合3.27％）

(3) 株式の取得価額の総額　956,304,000円

(4) 取得日　　　　　　　　2022年９月30日（約定ベース）、2022年10月４日（受渡ベース）

(5) 取得方法　　　　　　　東京証券取引所の自己株式立会外取引（ToSTNeT-3）による買付け
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前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度

建設事業

土木工事 15,816,685 15,446,067 △370,618 △2.3 33,956,725

建築工事 5,970,256 6,379,008 408,752 6.8 13,227,184

計 21,786,942 21,825,075 38,133 0.2 47,183,910

不動産事業 395,332 423,466 28,134 7.1 794,026

合計 22,182,274 22,248,542 66,268 0.3 47,977,936

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度

建設事業

土木工事 14,616,411 14,963,381 346,969 2.4 33,020,014

建築工事 4,549,195 4,690,283 141,088 3.1 8,934,333

計 19,165,606 19,653,664 488,057 2.5 41,954,348

不動産事業 395,332 423,466 28,134 7.1 794,026

合計 19,560,938 20,077,130 516,192 2.6 42,748,375

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度

建設事業

土木工事 13,277,920 13,497,042 219,122 1.7 13,014,356

建築工事 5,150,031 9,710,546 4,560,515 88.6 8,021,821

計 18,427,951 23,207,588 4,779,637 25.9 21,036,177

不動産事業 － － － － －

合計 18,427,951 23,207,588 4,779,637 25.9 21,036,177

３．補足情報

（１）受注高、売上高及び繰越工事高

　　　①　受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

　　　②　売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

　　　③　繰越工事高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

　　　（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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